
財団法人 中山科学振興財団 

平成２３年度事業計画書  
（自 平成２３年４月１日  至 平成２４年３月３１日） 

 
 
一．会議 
１．理事会 
 理事会は３回（６月・８月・２月） 
 
（１）６月の理事会 
 平成２２年度事業報告・収支決算の承認 
（２）８月の理事会 
 中山賞（大賞・奨励賞）受賞者、研究助成対象者及び国際交流助成対象者の決定 
（３）２月の理事会 

平成２４年度事業計画・収支予算の決定 
選考委員（常任・専門）の選出 

 
２．評議員会 
 評議員会は２回（６月・２月） 
 
（１）６月の評議員会 
 平成２２年度事業報告・収支決算の承認 
（２）２月の評議員会 
 平成２４年度事業計画・収支予算の決定 
 理事の改選 
 
３．選考委員会 

選考委員会は１回（７月）開催し、中山賞（大賞・奨励賞）候補者、研究助成候補者及び

国際交流助成候補者を選考する。 
 



二．事業計画 
この年度に実施する助成、褒賞等の各事業は次の計画による。 
本年度のテーマは「睡眠の生物科学」とする。その趣旨は、別紙「趣意書」の通りであ

る。 
 
 

１．助成事業 
（１）研究助成 

学際的でユニークな『人間の科学』に関する研究の内、本年度は「睡眠の生物科学」の

分野を助成する。４月中旬に公募開始、６月１５日締め切り。募集方法は、中山書店のホ

ームページ上（財団にリンク）に応募要項等を載せ、原則として、財団ホームページから

の電子文書による応募とする。インターネットの関係サイトにリンクを張るなどして周知を

図る。また状況によっては、研究誌・学会誌などに応募要項を掲載する。7 月の選考委員

会の選考を経て、８月の理事会で助成対象者を決定、９月に助成金を交付する。研究の

規模に応じて１件あたり５０万円から２００万円とし、総額４００万円とする。 
 

（２）国際交流助成 
海外渡航助成と海外研究者受入助成の二通りとする。本年度テーマと直接関連のない

ものも受け付ける。 
４月中旬に公募開始、６月１５日締め切り。募集方法等は、上記（１）研究助成と同様であ

る。 
海外渡航助成金、海外研究者受入助成金ともに、１件あたり１０万円から５０万円とし、総

額は２００万円とする。 
 
 

２．褒賞事業 
本年度は、「睡眠の生物科学」の分野から募集する。４月中旬に公募開始、６月１５日締

め切り。募集方法等は、上記１．助成事業と同様であるが、推薦が必要である。また、関

連する学会・協会の代表者又は研究施設の施設長に推薦を依頼する。なお、奨励賞は

原則として、公募締切り時４０歳未満とする。 
大賞（賞金３００万円）を１件、奨励賞（賞金１００万円）を１件とする。 

 
 
 

３．中山賞（大賞・奨励賞）受賞者・研究助成者との会食会 
大賞受賞者、奨励賞受賞者、研究助成対象者及び理事、選考委員で、平成２３年９月 
２３日に開催する。 
 
 

４．出版事業 
年報を発行し、第１９回（平成２２年度）の褒賞、研究助成（含む国際交流助成）の成果を

発表する。 
 



 
 ５．財団創立 20 周年記念事業 

平成２３年５月２８日（土）午後、神田学士会館において、記念シンポジウム、記念式典、

祝賀パーティを行う。また、記念誌：谷津直秀著「欧州生物紀行」（仮題）および、シンポ

ジウム講演録の刊行、ナイチンゲール「看護覚え書」映像制作（DVD）への協賛を行う。 


